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平ひ
ら

緒お

は
、
束そ

く

帯た
い

を
着
用
す
る
際
に

使
用
す
る
、
太
刀
を
佩は

く
（
腰
に
吊

る
す
）
た
め
の
帯
。
こ
れ
は
、
腰
に

巻
く
帯
と
腹
前
の
垂た

れ

と
を
別
に
仕
立

て
た
、
切き

り

平ひ
ら

緒お

と
よ
ば
れ
る
形
式
で

す
。
白
と
紫
と
を
交
互
に
配
し
た
帯

地
に
、
萌
黄
、
紅
、
黄
の
色
糸
で
井

伊
家
の
家
紋
で
あ
る
橘
紋
と
唐
草
文

様
を
刺
繍
し
、
縁
に
も
複
雑
な
刺
繍

を
施
し
て
い
ま
す
。
全
体
の
整
っ
た

作
り
と
細
や
か
な
刺
繍
か
ら
、
江
戸

時
代
の
作
と
み
ら
れ
、
ま
た
、「
若

殿
様
御
官
服
御
用
」
と
記
さ
れ
た
箱

に
石せ

き

帯た
い

と
共
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
束
帯
の
着
用
を
許
さ
れ
た

世
子
が
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
大
名
家
の
正
装
に
ふ
さ
わ
し
い

華
や
か
な
帯
で
す
。
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●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

３
月
～

月
６

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

33
1717

（金）（金）

44
1717

（月）（月）

2023
年

■
日　

時　

３
月
18
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

茨
木 

恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

大
名
の

大
名
の
装装

よ
そ
お

よ
そ
お

いい

��

――    

井
伊
家
伝
来
装
束
を
中
心
に

井
伊
家
伝
来
装
束
を
中
心
に  
――

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

55
1919

66
2020

（火）（火）

（金）（金）

■
日　

時　

５
月
20
日（
土
）14
時
～（
30
分
程
度
））

■
講　

師　

北
野 
智
也
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

■
日　

時　

６
月
24
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

髙
木 

文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

66
2323

（金）（金）

77
2525

井
伊
井
伊
直直

な

お

な

お

亮亮
あ

き

あ

き

の
雅
楽
器
収
集

の
雅
楽
器
収
集

　

―

　

―    

大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
現
場

大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
現
場  

――（火）（火）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

展
示
室
１

特
別
公
開

■
日　

時　

４
月
22
日（
土
）14
時
～（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

髙
木 

文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

44
2020

（木）（木）

55
1616

（火）（火）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

　

古
来
、
衣
服
は
、
形
や
色
、
素
材
等
に

よ
っ
て
身
分
や
地
位
を
示
す
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
そ
れ
ら

を
反
映
し
た
服
制
が
定
め
ら
れ
、
大
名
も
参

加
す
る
儀
礼
や
行
事
、
格
式
に
応
じ
て
着
用

す
る
装
束
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
本
展

で
は
、
井
伊
家
当
主
や
そ
の
世よ

継つ
ぎ

が
用
い
た

装
束
に
加
え
、
当
主
の
肖
像
や
古
文
書
を
通

し
て
、
束そ

く

帯た
い

や
裃

か
み
し
も

等
の
礼
装
を
中
心
と
し
た

大
名
の
装
い
を
紹
介
し
ま
す
。

黒
地
鮫
小
紋
橘
紋
付
肩
衣

（
個
人
蔵
）

蝋
色
塗
鞘
大
小
拵

・
小
さ
刀
拵

　

近
世
初
期
風
俗
画
の

傑
作
「
彦
根
屛
風
」
。

　

舞
台
は
江
戸
時
代
、

寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～

四
四
）
頃
の
京
の
遊ゆ

う

里り

と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小こ

袖そ
で

や
髷ま

げ

、
煙き

せ

る管
や
洋

犬
な
ど
の
華
や
か
な
風

俗
、
毛
筋
の
一
本
一
本

に
至
る
ま
で
表
現
す
る

緻
密
な
筆
致
、
金
地
を

背
景
と
す
る
洗
練
さ
れ

た
構
図
、
琴き

ん

棋き

書し
ょ

画が

や
謡よ

う

曲き
ょ
く

「
芭ば

蕉し
ょ
う

」
な

ど
、
機
知
あ
ふ
れ
る
「
見
立
て
」
、
全
体
を

覆
う
静
寂
な
ど
、
多
様
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

世
界
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

風
俗
図
（
彦
根
屛
風
）

国
宝
国
宝

･･

彦
根
彦
根
屛屛
風風

木
俣
清
左
衛
門
家
は
、
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

の
家
臣

で
あ
っ
た
木
俣
守
勝
以
来
、
代
々
、
井
伊
家

に
仕
え
た
家
で
す
。
守も

り

勝か
つ

は
直
政
を
よ
く
補

佐
し
、
直
政
没
後
は
、
統
率
が
と
れ
な
か
っ

た
井
伊
家
を
ま
と
め
る
な
ど
、
初
期
彦
根
藩

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
以
後
も

代
々
家
老
役
を
務
め
、
軍
事
面
で
も
先さ

き

手て

隊

を
率
い
、
幕
末
に
は
禁き

ん

門も
ん

の
変
等
に
出
陣
す
る
な
ど
、

彦
根
藩
を
支
え
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
同
家
伝
来
の

古
文
書
が
滋
賀
県
の
指
定

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
、
そ
の
代
表

的
な
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。
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た
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せ

い

左左ざざ

衛衛ええ

門門
も

ん

も

ん

家家けけ

文文
も

ん

も

ん

書書
じ

ょ

じ

ょ

徳
川
家
康
自
筆
書
状

（
部
分
）

滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財

滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財  

指
定
記
念

指
定
記
念

　

彦
根
藩
主
井
伊
直
亮
（
一
七
九
四
～
一
八

五
〇
）
が
生
涯
を
通
じ
て
収
集
し
た
雅
楽
器
群

は
、
日
本
屈
指
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
直
亮
自
ら
が
丹
念
に
記
録
し
た

道
具
帳
に
は
、
楽
器
の
仕
様
の
み
な
ら
ず
、
附

属
品
、
伝
来
、
伝
承
、
金
額
に
至
る
ま
で
、
豊

富
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
管
に
あ

た
っ
て
は
、
保
存
箱
を
作
成
し
て
自
ら
箱
書
き

し
、
貼
札
や
付
札
を
作

成
し
て
整
理
し
て
い
ま

す
。

　

本
展
は
、
豊
富
な
記

録
や
作
品
を
通
じ
て
、

直
亮
の
雅
楽
器
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
実
態
に
迫
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

   

笙　

銘
大
信
貴
・

小
信
貴
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彦
根
藩
主
の
家
老
下
屋
敷
訪
問

彦
根
藩
主
の
家
老
下
屋
敷
訪
問

江
戸
時
代
の
藩
に
お
い
て
、
家
老
は
藩
主
の

下
に
あ
っ
て
藩
政
を
総
覧
す
る
最
も
重
要
な
役

職
で
し
た
。
彦
根
藩
で
は
、
領
地
高
一
万
石
の

木
俣
清
左
衛
門
家
を
筆
頭
に
、
千
石
以
上
の
大

身
の
家
臣
五
人
か
ら
八
人
が
家
老
を
務
め
ま
し

た
。
家
老
に
は
、
元
は
徳
川
家
康
の
直
臣
で
、

井
伊
家
初
代
直な

お

政ま
さ

と
か
つ
て
同
輩
で
あ
っ
た
木

俣
家
の
よ
う
な
家
も
あ
り
ま
し
た
。
藩
主
と
し

て
も
、
家
老
は
敬
意
を
払
っ
て
接
し
な
け
れ
ば

な
い
相
手
で
あ
り
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
他

の
家
臣
と
は
待
遇
が
異
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

家
老
本
人
や
そ
の
父
母
、
妻
な
ど
が
亡
く
な
っ

た
時
に
は
、
藩
主
か
ら
お
悔
や
み
の
言
葉
を
伝

え
、
香こ

う

奠で
ん

を
贈
り
ま
し
た
。
礼
を
尽
く
し
た
、

か
つ
親
密
な
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
藩
主
と
家
老
と
の
関
係
を
考
え

る
た
め
に
、
藩
主
の
家
老
屋
敷
訪
問
に
注
目
し

ま
す
。
彦
根
藩
士
各
家
の
履
歴
を
記
し
た
「
侍

さ
む
ら
い

中じ
ゅ
う

由ゆ
い

緒し
ょ

帳ち
よ
う

」（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
）
で
家
老

各
家
を
通
覧
し
た
時
、
藩
主
が
定
期
的
に
訪
問

す
る
家
老
の
家
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

木
俣
清
左
衛
門
家
と
庵い

原は
ら

助
右
衛
門
家
、
長
野

十
郎
右
衛
門
家
、
宇う

津つ

木ぎ

治じ

部ぶ

右え

衛も

門ん

家
の
四

家
で
す
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
か
ら
十
年

の
井
伊
直な

お

亮あ
き

の
外
出
記
録
で
あ
る「
御お

出い
で

留ど
め

」（
同

文
書
）
に
よ
り
、
長
野
家
を
の
ぞ
く
三
家
へ
の

訪
問
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
ず
れ
も

家
老
が
城
下
の
本
宅
と
は
別
に
郊
外
に
所
持
し

て
い
た
下し

も

屋や

敷し
き

の
事
例
で
す
。

①①
庵庵いい

原原は
ら
は
ら

斎斎さ
い
さ
い

宮宮ぐ
う
ぐ
う

下
屋
敷
へ
の
訪
問

下
屋
敷
へ
の
訪
問　

九
年
九
月

二
十
八
日
、
直
亮
は
、
彦
根
城
か
ら
東
に
約
五

キ
ロ
隔
て
た
野の

田だ

山や
ま

村む
ら

の
庵
原
斎
宮
下
屋
敷
に

馬
で
訪
問
し
ま
し
た
。
近
習
衆
・
御
櫛
役
・
御

医
師
ら
を
供
に
従
え
、
斎
宮
の
迎
え
を
受
け
た

直
亮
は
、
御
座
所
で
休
息
し
、
継つ

ぎ

裃か
み
し
も

に
着
替
え
、

斎
宮
か
ら
の
礼
を
受
け
、
そ
の
後
、
股も

も

引ひ
き

に
着

替
え
、
山
で
松
茸
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。
御
座

所
に
戻
り
御
膳
を
食
べ
、
再
び
山
へ
上
が
り
、

そ
れ
か
ら
鉄
砲
矢
場
で
鉄
砲
を
撃
っ
た
後
、
亭ち

ん

へ
廻
り
、
酒
と
吸
物
を
飲
食
し
て
い
ま
す
。

②
木
俣
土
佐
下
屋
敷
へ
の
訪
問

②
木
俣
土
佐
下
屋
敷
へ
の
訪
問　

同
年
十
一

月
四
日
に
は
、
城
下
町
北
に
接
す
る
湖
岸
の
松

原
村
に
あ
る
木
俣
土
佐
下
屋
敷
に
船
で
訪
問
し

ま
し
た
。「
侍
中
由
緒
帳
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、

直
亮
か
ら
土
佐
に
羽
二
重
・
鮮せ

ん

鯛た
い

・
酒
、
そ
の

母
や
息
子
、
娘
に
も
羽
二
重
・
交ま

ぜ

肴ざ
か
な

・
八
丈
嶋

な
ど
が
下
さ
れ
、
同
家
家
臣
た
ち
に
も
酒
・
肴

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
屋
敷
で
は
、
能

が
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

③
宇
津
木
兵
庫
下
屋
敷
へ
の
訪
問

③
宇
津
木
兵
庫
下
屋
敷
へ
の
訪
問　

十
年
正

月
二
十
二
日
の
「
御お

い

出で

初ぞ
め

」
に
際
し
、
直
亮
は

城
下
町
か
ら
わ
ず
か
に
南
に
隔
て
た
平
田
村
の

宇
津
木
兵
庫
下
屋
敷
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。「
御

出
初
」
は
「
御お

鷹た
か

野の

初ぞ
め

」
と
も
い
い
、
正
月
五

日
に
そ
の
年
初
め
て
の
鷹
狩
り
を
行
い
、
高
宮

宿
本
陣
で
御
膳
を
食
べ
、
宇
津
木
家
下
屋
敷
を

訪
れ
る
の
を
通
例
と
し
ま
し
た
が
、
直
亮
が
風

邪
気
で
あ
っ
た
た
め
延
期
さ
れ
、
こ
の
日
と
な

り
ま
し
た
。
直
亮
か
ら
兵
庫
に
交
肴
と
羽
二
重

が
下
さ
れ
、
兵
庫
か
ら
交
肴
と
菓
子
が
献
上
さ

れ
ま
し
た
。
献
上
の
肴
は
す
ぐ
に
料
理
さ
れ
、

兵
庫
は
直
亮
か
ら
盃
を
頂
戴
し
、
返
盃
を
命
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
は
例
年
九
月
・
十
月
で
あ
り
、
松
茸
狩
り

を
伴
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
③
は
「
御

出
初
」
に
伴
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
家
老
下
屋
敷

が
藩
主
の
活
動
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
藩
主
と
家

老
が
特
別
で
固
有
な
関
係
を
結
ぶ
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
②
の
木
俣
家
の
例
で
は
、
当

主
に
加
え
、
そ
の
家
族
と
藩
主
が
交
際
し
、
藩

主
と
家
全
体
と
の
親
密
な
関
係
が
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
興
味
深
く
思
わ
れ
ま
す
。

�

（
渡
辺
恒
一
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

催
し

講
座
講
座  

私
の
研
究
最
前
線

私
の
研
究
最
前
線

　

当
館
学
芸
員
が
、
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
日
時
・
演
題
・
講
師

　

６
月
３
日
（
土
）　

14
時
～
15
時
30
分

　
「
菊
満
香 

― 

琳
派
に
魅
せ
ら
れ
た
幕
末
の
女
性
画
家
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）　

■
会
場
・
定
員

　

当
館
講
堂　

50
名

■
資
料
代　
１
０
０
円

■
受
付　

当
日
受
付

　
（
先
着
順
、
13
時
30
分 

か
ら

　

  

受
付
開
始
）

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会  

公
開
研
究
会

公
開
研
究
会

　

当
館
で
は
、「
殿
様
の
日
常
生
活
」
の
解
明
に
向
け
、

昨
年
度
よ
り
当
館
学
芸
員
と
外
部
研
究
員
に
よ
る
共
同

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。今
年
度
の
公
開
研
究
会
で
は
、

井
伊
家
十
代
当
主
直な

お

幸ひ
で

が
鷹
狩
り
や
寺
社
参
詣
な
ど
を

行
っ
た
場
面
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。
殿
様
の
外
出
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
誰
が
そ
れ
を

支
え
た
の
か
を
、
御
殿
か
ら
城
下
を
通
っ
て
外
出
す
る

道
筋
な
ど
も
含
め
て
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
・
テ
ー
マ

　
　

３
月
26
日（
日
）
13
時
～
16
時
30
分

　
　
「
殿
様
の
外
出

　
　
　

 

― 

井
伊
家
十
代
当
主
直
幸
に
よ
る　
　

　
　
　
　
　
　

  

鷹
狩
り
と
寺
社
参
詣
を
中
心
に 

―
」

■
会
場
・
定
員　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所　

60
名

■
報
告
者　

並
木
昌
史
氏
（
徳
川
美
術
館
）、

　
　
　
　
　

  

竹
内
光
久
・  

北
野
智
也
（
当
館
学
芸
員
）

■
受
講
料　

５
０
０
円

■
受
付　

当
日
受
付

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
12
時
30
分 

か
ら
受
付
開
始
）

菊
画
賛　

太
田
翠
巌
賛

　
　
　
　

吉
村
満
香
画
（
部
分
）

�

（
個
人
蔵
）

御
出
留
（
部
分
）
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

３
月
～

月
６

募
集

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

　
　5月 4月 3月

    との出会いとの出会い　　常設展示 “ほんもの”常設展示 “ほんもの”　　

6月

雛と雛道具

2/10
� ～3/13

特別公開テーマ展

14
火
～
16
木　
　

休　

館

22
土
ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

国
宝
・
彦
根
屛
風

20
土

18
土
ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　

大
名
の
装
い

17
水　
　
　
　
　

休　

館

令
和
５
年
度　

支
援
ス
タ
ッ
フ

令
和
５
年
度　

支
援
ス
タ
ッ
フ

　

当
館
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
支
援

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

①
教
育
普
及
事
業　

小
学
生
対
象
体
験
講
座
の

　
　

運
営
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
（
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
準
備
、
指
導
補
助
）

　

②
調
査
研
究
事
業　

古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
等
の
古
文
書
解
読
）

　
　

＊
当
館
開
催
教
室
「
古
文
書
の
み
か
た
」
を
修
了

　
　
　

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
同
程
度
の
解
読
力
を
有
す

　
　
　

る
方
が
対
象
で
す
。

■
申
込
方
法　
「
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
係
ま
で
、
電

　
　

話
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
土
日
を
除
く
８

　
　

時
30
分
～
17
時
）

■
申
込
期
間　

３
月
1
日（
水
）～
３
月
17
日（
金
）

　

＊�

① 

・
②
の
兼
務
可
。

　

＊
定
員
は
各
10
名
程
度
（
先
着
順
）。

彦
根
城
博
物
館
友
の
会

彦
根
城
博
物
館
友
の
会  

会
員
会
員

　
「
彦
根
城
博
物
館
友
の
会
」
に
入
会
し
て
、
歴
史
・

文
化
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
会
員
特
典

　

①
彦
根
城
博
物
館
の
常
設
展
ほ
か
、
展
覧
会
が
観

　

覧
で
き
ま
す
。
②
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
や
博
物
館

　

だ
よ
り
等
を
お
送
り
し
ま
す
。
③
友
の
会
主
催
の

　

講
演
会
や
現
地
研
修
等
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
会
員
期
間　

入
会
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

■
年
会
費

　

一
般
会
員�

２
千
円

　

ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小･

中
学
生
）�

５
百
円

　

賛
助
会
員　
　
　

１
口
以
上
（
１
口
：
１
万
円
）

■
入
会
方
法　

当
館
受
付
に
あ
る
入
会
申
込
書
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
能
・
要
問
い
合
わ
せ
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

彦
根
城
博
物
館
友
の
会
事
務
局
（
中
野
）

　

＊
友
の
会
専
用
電
話
０
７
４
９ - 

４
７ - 

５
７
８
７

10
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
②

3/
17

展示替により
一部休室

4/
18 ・19

展示替により
一部休室

26
日
公
開
研
究
会　

公
開
研
究
会　

「
殿
様
の
外
出
」

令
和
５
年
度　

古
文
書
の
み
か
た

令
和
５
年
度　

古
文
書
の
み
か
た

　

古
文
書
解
読
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
「
古
文
書
の
み

か
た 

初
級
編
」
と
、読
解
力
を
深
め
る
た
め
の
「
古

文
書
の
み
か
た 

中
級
編
」
を
開
催
し
ま
す
。

《
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
》

■
開
講
日
時

　

５
月
27
日
、６
月
10
日
、17
日
、７
月
１
日
、15
日
、

　

８
月
５
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）
の
14
時
～
16
時

■
場
所　

当
館
講
堂

■
定
員　

30
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　

①
ま
た
は
②
で
申
込
く
だ
さ
い
。

　

①
彦
根
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
し
込
む
。

　

②
往
復
は
が
き
（
１
人
１
通
）
の
往
信
の
裏
面

　
　

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
の
宛

　
　

名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
古
文
書　

　
　

の
み
か
た
」
係
に
郵
送
。

■
申
込
期
間　

４
月
１
日（
土
）
～
21
日（
金
）
必
着

　

＊
受
講
の
案
内
は
、５
月
２
日（
火
）以
降
に
通
知
。

■
そ
の
他　

　
「
古
文
書
の
み
か
た 

中
級
編
」
は
、
開
催
は
９
月

　

か
ら
11
月
、
募
集
は
７
月
の
予
定
で
す
。

3
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
菊
満
香
」

17
土

27
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
①

テーマ展

井伊直亮の

雅楽器収集
―大コレクショ
  ン形成の現場―

6/23 ～
7/25

5/
16、 18

展示替により
一部休室

6/
21 ・22

展示替により
一部休室

　

現
在
、
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
示
・
講
座
等
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
状
況
に
よ

り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報

は
、
彦
根
市
や
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆ 

休
館
・
一
部
休
室
の
お
知
ら
せ 

◆

　
施
設
整
備
の
た
め
休
館
・
一
部
休
室
い
た
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　【
休
　
　
館
】  

　
3
月
14
日
（
火
）
～
16
日
（
木
）

　【
一
部
休
室
】  

　
2
月
10
日
（
金
）
～
3
月
13
日
（
月
）

大名の装い
―井伊家伝来装束を中心に―

3/17 ～4/17

テーマ展

国宝・彦根屛風
4/20 ～5/16

特別公開

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
③

2/
10〜3/

13

施設整備に
より一部休室

24
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　

井
伊
直
亮
の
雅
楽
器
収
集

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　

彦
根
藩
筆
頭
家
老
木
俣
清
左
衛
門
家
文
書

滋賀県指定有形文化財 指定記念

彦根藩筆頭家老木俣清左衛門家文書
5/19 ～6/20


